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青年活動委員会 見学会

7月14日に仙台環境開発 最終処分場・中間処理場に行ってきました。
仙台環境開発は平成13年に開業し22年の会社です。
第1期処分場から現在の第4期処分場までの総埋め立て容量が492万㎥と非常に
大規模な管理型処分場で、首都圏からのアクセスも良く当組合からの搬入も多くあります。
４期までの処分場が早く埋まったのは東日本大震災の影響もあるそうで当初の想定よりは
早く埋まっているようです。現在の残余量は82万㎥程度です。

水処理施設は2か所あり、合計で600㎥/日の処理能力があります。
水処理の基準は法律ではBOD10㎎/L以下となっておりますが、仙台環境開発が
放流しているのは広瀬川で、広瀬川の基準値が7㎎となっており、仙台環境開発では
さらに上の5㎎で放流しているそうです。

現在第5期処分場の計画があり計画数量は420万㎥ほどあるとのこと。
また中間処理施設も保有しており、混合廃棄物の選別、木くず再資源化、RPF生成、
廃石膏ボードの再資源化など広い敷地を有効活用しリサイクルを行っておりました。
第５期処分場は現在の中間処理施設を移転し、空いた土地に処分場を建設するようです。
青年活動委員会としての管理型処分場の見学は初めてでしたので
メンバーの知識向上にもつながり有意義な見学会となりました。
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